第４回 栃木県シニアオープン空手道選手権大会

　　　　　　　　　　　　　　実　施　要　項

１　日　　　時　　　２０２３年４月１６日（日）　
午後１時３０分開始（午後1時受付）
２　場　　　所　　　県南体育館 
小山市外城３７１‐１　０２８５－２１－００２１
３　主　　　催　　　栃木県空手道連盟

４　後　　　援　　　栃木県・栃木県教育委員会・栃木県体育協会・下野新聞社

５　協　　　賛　　　公益財団法人全日本空手道連盟

　　　　　　　　　　　財団法人全日本空手道連盟関東地区協議会

６　種目・種別　　

【男子　組手競技】

 ３０歳～３４歳　　　　有段の部　／　有級の部

３５歳～３９歳　　　　有段の部　／　有級の部

４０歳～４４歳　　　　有段の部　／　有級の部

４５歳～４９歳　　　　有段の部　／　有級の部

５０歳以上　　　　　　有段の部　／　有級の部

　　　　　　　　　　

【女子　組手競技】

 ３０歳～３４歳　　　　有段の部　／　有級の部

３５歳～３９歳　　　　有段の部　／　有級の部

４０歳～４４歳　　　　有段の部　／　有級の部

４５歳～４９歳　　　　有段の部　／　有級の部

５０歳以上　　　　　　有段の部　／　有級の部

【男子　形競技】　

３０歳～３９歳　　　　有段の部（指定形・自由形）／　有級の部（基本形・指定形・自由形）

４０歳～５０歳　　　　有段の部（指定型・自由形）／　有級の部（基本形・指定形・自由形）

５０歳以上　　　　　　有段の部（指定型・自由形）／　有級の部（基本形・指定形・自由形）

　

【女子　形競技】

３０歳～３９歳　　　　有段の部（指定形・自由形）／　有級の部（基本形・指定形・自由形）

４０歳～５０歳　　　　有段の部（指定型・自由形）／　有級の部（基本形・指定形・自由形）

５０歳以上　　　　　　有段の部（指定型・自由形）／　有級の部（基本形・指定形・自由形）

※参加人数の少ない種目が出た場合、年齢幅の変更や複数の部を統合して実施する。

７　競技方法　　（１）（公）全日本空手道連盟・空手競技規定（組手競技、形競技）による。

　　　　　　　　（２）組手競技・形競技ともトーナメント方式とする。
　　　　　　　　（３）形競技 有段の部では指定型・自由形から演じる形を選択する。形競技　有級の部では基本型・指定型・自由形の中から演じる形を選択する。
　　　　　　　　（４）選手は回戦ごとに同じ形を演じても良い。

　　　　　　　　（５）組手競技は１分30秒フルタイムとし、６ポイント差とする。

　　　　　　　　（６）組手競技・形競技ともに3位決定戦は行わない。

                （７）組手競技ではWKF及び全空連指定の以下の安全具を装着すること。

　　　　　　　　　　　① ニューメンホー　　　　② 拳サポーター（赤・青）

③ ボディプロテクター　　④ セーフティーカップ（男子のみ）

⑤インステップガード・シンガード

８　出場資格　　（１）栃木県空手道連盟の登録会員であること。

　　　　　　　　（２）競技が可能な健康体である事。

９　出場制限　　（１）出場人員には制限を設けない。

　　　　　　　　（２）各種目間の重複出場はこれを認める。

　　　　　　　　（３）同日の午前中に開催される「栃木県マスターズ空手道競技会】との
重複出場はこれを認めない。

　　　　　　　　

10　出場申込先　所定の出場申込書を３月1７日(金)までに、出場費を振込の上、下記

「大島　智史」あて郵送またはEメールで申込みください。

〒３２１－０４０２　栃木県　宇都宮市　今里町２５１－２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大島　智史

Eメール：oshima@miyashoku.com
TEL　０９０-５４１１-９５１５

なお、申込期限後の申込及び出場選手の変更等については、その理由の如何

を問わずこれを認めない。
11　出場費　   １人２０００円とする。（出場種目数は問わない）
　　　　　　　　振込先口座　　栃木県空手道連盟マスターズ委員会

　　　　　委員長　田﨑　俊哉

　　　　　　銀　行　足利銀行　戸祭支店　普通

　　　　　　　　　　　　　　　店番号　３５２　口座番号　５０５２０７２

1２　表　彰　　各種目上位入賞者への賞状を授与する。

13　感染防止　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、以下の事項についてご協力を
お願いします。
（１）大会関係者は当日、会場で体温チェックを受ける。また、選手は

　　受付時に健康管理チェックシートを提出する。

（２）当日、発熱や咳症状がある場合は参加を見合わせる。
（３）大会中は常にソーシャルディスタンスを確保し、各自、こまめな
　　うがいや手洗いを実施する。また、他の施設利用者との接触を極力
　　避ける。

（４）開会式・閉会式・表彰式は行わない。

（５）競技中の選手以外はマスク着用を原則とする。競技中はマスクを
　　 はずしてもよい。（マスクを入れる袋等を持参すること）
（６）会場内での私語は控えること。競技中の気合い発声は可とする。

（７）防具や帯は個人のものを使用し、貸し借りや共有は絶対にしない。

（８）組手競技ではメンホー用飛沫シールドを着用すること。

14　延期・中止　　本大会は新型コロナウイルスの感染拡大により、本県に緊急事態宣言が発
出される等、状況次第では延期する。なお、延期した日においても、継続して緊急事態宣言が発出されている場合や、その他の状況次第では中止となることもある。

15　その他　　　定められた競技方法によって、適正に実施された競技中の事故及び競技中以

外の事故について、主催者はその責任を負わない。申し込み団体等で体協のス

ポーツ安全保険に入ることを勧めます。
